
 
 
 
 
 
 

図１ 番組制作の経緯と概要 

 
 
 徳島大学では「豊かな生態系を維持しつつ，災害にも安心して暮らせるまち
の創造に役立つ研究と人づくり」を目標として環境防災研究センターを平成16
年4月に設置している．これまでに防災士養成講座による防災人材育成やBCPの
普及促進などを通した防災啓発を続けている．一方，自然環境保全の点でも徳
島県とNPO法人などと共同で生物多様性リーダー育成などにも取り組んでいる． 
 こうした防災や環境の啓発活動の一環として平成26年度からは（一社）徳島
県測量設計業協会，映像制作を手掛けるニタコンサルタント㈱，㈱エフエムび
ざんと協力して，ケーブルテレビ（テレビトクシマ）での配信を前提として防
災・環境啓発番組の制作を開始し，平成26年7月～平成27年6月には「徳島の環
境防災まちづくり」シリーズ①として，防災をテーマとした15分番組6本を制作
し，ケーブルテレビ系列で放送．さらに，平成27年11月からは放送枠を30分に
拡大し，シリーズ②として，防災と環境をテーマとした啓発番組各３本を制
作・放送中である． 

第８回土木と学校教育フォーラム（平成28年8月28日） 

防災・環境啓発番組「徳島の環境 防災 まちづくり」の制作 
 

徳島の環境防災まちづくり制作委員会（徳島大学・中野 晋，ケーブルテレビ徳島㈱・中山哲也，ニタコンサルタント㈱・杉本卓司，㈱エフエムびざん・山口雅人） 

番組制作の経緯 

番組紹介  シリーズⅠ ～わたしたちの防災～ （２６年７月～２７年６月放送，２７年８～１０月再放送） 

番組紹介  シリーズⅡ ～とくしまの環境と防災～  （２７年１１月～２８年１０月放送）   

まとめと今後の課題 
 これらの番組について視聴者からは好意的な感想が寄せられているものの，防災や環境の
理解にどの程度役立っているか把握できていない．また，地元のケーブルテレビ系列内で放
送されているため，視聴できる人に限りがある．ＹｏｕＴｕｂｅなどのインターネットで配信すること
で，多くの人が視聴できる環境を整え，さらに番組内容の評価も得られるようになることが望ま
しいと考えている．シリーズⅢの番組については制作費用などの問題があり，制作決定してい
ないが，ぜひ継続していきたいと考えている． 
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制作中 

‐ＩＣＴを用いた徳島発防災システム‐ ‐平成26年台風11号災害と緑のダム‐ 

謝辞：シリーズⅠでは（一社）徳島県測量業設計業協会のご支援をいただきました．番組には
徳島大学教員をはじめ，多くの皆様に出演いただきました．ニタコンサルタント㈱映像製作室の
皆様には，シナリオ作成，撮影，編集等に日夜努力を惜しまず取り組んでいただきました．こう
した皆様に心より感謝申し上げます． 
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